
小
渋
橋
か
ら
西
側
を
眺
め
る

と
、
大
西
山
崩
慎
地
が
見
え
た
。

四
十
二
人
の
命
を
奪
っ
た
土
石
流

で
も
綴
れ
な
か
っ
た
橋
は
、
多
く

の
村
民
を
勇
気
づ
け
た
。
大
鹿
小

学
校
の
児
童
た
ち
は
橋
に
花
を
飾

り
、
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
い

う
。
橋
を
渡
り
な
が
ら
、
安
ら
ぎ

を
感
じ
た
。

(

札
木
良
)

〈刊
〉

一
九
六
一
(
昭
和
三
十
六
)
年

夏
、
伊
爽
合
地
方
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
コ
一
対
災
害
」
で

大
鹿
村
の
大
西
山
(
一
、
七
四
一

M
)
が
大
崩
落
し
た
際
、
三
連
ア

ー
チ
の
小
渋
橋
は
、
土
石
流
に
耐

え
抜
い
て
変
わ
ら
ぬ
姿
を
見
せ

た
。

区
南
ア
ル
プ
ス
赤
石
岳
会
一
、
一

二
O
M
)
を
源
流
と
す
る
小
渋

川
。
狭
い
喫
合
か
ら
解
放
さ
れ
、

一大
鹿
村
大
河
原
で
青
木
川
と
合
流

す
る
少
し
上
流
に
架
か
る
橋
が
小

渋
橋
だ
。

一
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
長
さ
百

六
M
、
幅
五

・
五
M

川
、
支
間
は
三

四
・
四
M
。
雄
大
な
自
然
と
調
和

し
、
そ
の
景
観
が
村
民
た
ち
に
親

し
ま
れ
て
き
た
と
し
て
、
一
一

O
一

一
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
た
。
以
前
は
国
道
1
5

2
号
の
橋
だ
っ
た
が
、
現
在
は
国

道
が
下
流
の
新
橋
に
移
り
、
村
道

橋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

(大鹿村大河原〉~J、ゑモキ喬

土
石
流
し
の
ぎ
不
変
の
姿

平成25年8月1日掲載
中日新聞/朝刊/16薗(南信)


